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！ の峰々が映える素晴らしい好天に恵まれた。 I 
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j 新叩 ま し て お め で と うー す。
； 多日安 そ し械 の跡 直面 し た叩 年
j 峨 わ り 新川を迎 え る こ と がで き ま し た 。 周 知
の よ う に大学設置基準 の改正， 即ち ， 大綱化へ の 対 応
と自 己点検 ・自 己評価の実施の た め， 本学で は， 50年
上 に述 べ た困 難 は， こ の改革計 画 に伴 う も の で し た 。
し か し な が ら， 御案 内 の よ う に本学 は， 難関 の 第一
のハ ードJレを越 え る こ と がで き ま し た 。 他の多く の 国
ド ルを越 え る た め に不安 と混迷を続 けざ るを得 ない こ
とを考 え ま す と ， 富山大学で は， 全教職員の御 理解 と
御努 力が報い ら れ た こ とを お慶 びい た し ま す。
； さ て， 本年 は決 定 さ れた事柄を ， 円滑 に実施 し ， 実
； 効 あ る 方向を目 指す こ と に な り ま す。 そ の達成 に は ，
j多く の時間 と労 力を費 や し ， ま た知恵を絞 り出 す必要
� 
t があ り ま す。 こ の改革 が軌道 に乗 る ま で に は， 更 に 新
j た な困 難 に直面す る と は思い ま すが， よ り良 き富 山 大
十建 設す る ため粧を 持 っ て…附
こ の意味 に お き ま し て， 昨 年に も増 し て の御 協力を切
� t に お願い す る も の で あ り ま す。
J まに 大学の使 命が， 単 に研究 と 学生に対す る教育
報 第340号
也VESP－MZιftszhzιdp
富山大学長 小 黒 千 足
� 
に と ど ま ら ず， 広く 地域社 会人を 対象 にす る こ と が最 ；
近求め ら れて まい り ま し た。 こ れ は公 開講座 ばか り で E
は なく ， い わゆ る リ カ レン ト教育への参加であ り ま す0 � 
本学 で も， 昨 年よ り富山県 リ カ レン ト教育推 進協議 会
及び文部省生涯 学習局 か ら の協力依頼を受 け， 同富 山
て 「 ビ ジネ ス マン の た め の情報科学」を 開講い た し ま
し た 。 f 
リ カ レン ト教育の実施 は， 現代社 会が大学に望む 大 3
き な柱 の一つ であ り， 我々 は そ れ に 応え な け れば な り
ませ ん 。 さ ら に， 目前に追 っ てい る受 験人口 の減少 に
対応す る た め に も， 実績を 作 っ て おく 必要があ り ま す。
公 開講座 の拡大 も 含 め て， 本年以降は， 社 会人 に 対 すf
る教育に も 大 き な エネ ルギ をー 注 ぐ こ と に な り そ う で 3
す。 t
一 山越 えて ま日 と 解決 す る べ き 難題同 ま ；
せ ん が， 本学は そ れ らを乗 り切っ て， 発展 の錐を 進むt
も の と確信 し て お り ま す。 l 
以上 の よ う な状況で は あ り ま すが， 本年が， 富 山大金
学に も ， 教職員各位に も， 実 り多 き 年で あ り ま す こ と E
を祈念 し て， 年頭 の挨拶 とい た し ま す 。 を
nd 
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fill！�極言語泌＇5;岩手段通安主将毛主返さ：総長国
外 国 人 留 学 生との懇談会で交流推進
... 本場の「越中おわら」を披露する本学職員
毎年恒例に な って い る「外 国人留学生等 と 本学教職
員 と の 懇談会」 が， 去る12月 1 1 日 （金）市内 の パレ ・ プ
ラ ン高志会館で実施されま し た 。
今年度 は， 中 国 ， マレイ シ ア な ど10 カ 国 の 外 国 人 留
学生及 び外国人研究者併せて1 10名 と ． 小 黒 学 長 はじ
め ， 各部局 長， 国際交流委員会留学生部会委員， 指 導
教官， 留学生担当職員な ど教職員50名 が 出席 し ， 計1印
名 に よ り和やか な 交流懇談会 が行われま し た 。
企 民族衣裳で萱場したマレイシア留学生
- 4 -
懇談会 は， 小黒学 長の あいさつに始ま り， 学 生部職
員 が 中 心 と な って富 山県の民謡「風の盆一越中おわ ら
節一」を歌と 踊りで 披露 し ， 出席 し た 外国人留学生 ら
か ら ， 盛んな 拍手を浴 び ま し た 。
続いて， 出席者全 員 で の ビ ン ゴゲー ム で は， 大 き な
歓声を誘い， それぞれが景品を片手に全員が一体 と な っ
て， 懇 談 ム ー ドを盛り上げま し た 。
最後に， 増 田 学生部長の閉会 の あいさつで， 和 気 あ
い あい のうちに懇談会が締め く く ら れま し た が， 今回
の 懇談会 の実施で， 留学生 と 教職 員 が 更に打 ち解け，
よ り一層の 親睦 と 相互理解を深 め るこ と がで き ， 留 学
生交流推進につな がる有意義な 懇談会 と な り ま し た 。
企 「ビンゴゲーム」で獲得した賞品を掲げ，
ポーズをとる台湾留学生






部 局 職 氏 名 招へい研究者所属 ・ 職 ・ 氏名
理学部 教 授 菅井 道三
テ ネシ 一大学 ・ 植物学教室 ・ 教授
・ レス リ ー ジ ョ ー ジ ヒ コ ッ ク
“Solar Physics” 編集長 ・ Utrecht大学名
工学部 教 授 坂井 純一 誉教授 ・ Cornelis de Jager 
カ リ フォルニア大学パークレイ 校癌研究所 ・
理学部 教 授 笹山 雄一 統合生物学部門名 誉教授 ・ ハワー ド， パーン
0 日米科学協力事業共同研究
部 局 ｜ 職 ｜ 氏 名 ｜ 招へい研究者所属 ・ 職 ・ 氏名
｜ ｜ ｜ ア イ オア大学物理天 文学部 ・ 準研究科学者 ・
工学部 ｜ 教 授 ！ 坂井 純一 ｜• • 目 西 河 謙 一
研 究 課 題 名
突然変異体を用い た シ ダ
配偶体の形態形成の研究










平成5 年度 人文学部推薦入学願書 の 受付が， 去る 12月 14日 （ 月 ）～ 18 日 （金）の 5 日 間 行われま し た 。
第340号
招へい期間
5. 8 .  5 
5. 1 1. 2 
5. 4. 1 
5. 5. 31 
5 9. 23 
5. 10. 14 
招へい期間
5. 4. 1 
7. 3. 31 
その志願者 の 状況は， 次 の と お りで す 。 また， こ の推薦入学志願者 の 選 抜 は ， 平成5 年 1 月 20 日 （水）に実施され，
2 月 5 日 （金） に 合格 者 の 発 表が行われま し た 。
学 部 ． 学 科 募 集 人 員 志 願 者 数 昨 年度志願者数 合 格 者 数
人 人 文 学 科 名 5 0 名 3 5 名 8 名
文 1 5 
$'. 語 学 文 学 科 3 3 
4 1 9 
部 計 ＼＼＼＼ 8 3 7 6 1 7 
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本学 に お い て 学生募集 を 行 って い る 学部 ・ 学科及 び募集人員 は， 「平成 5 年度富 山 大 学 学 生 募 集 要項 」 に 既に
発 表 し て い ます が， 人文学部及 び理学部で は， 平成 5 年度 か ら 以下の よ う な 学科改組あ る い は 入 学 定 員 の 変更を
計画 し て い ます。
1 人文学部で は， 平成 5 年度 に お い て 人文学科及 び語学文学科 を人文学科， 国際文化学科及び言語文化学科
の 3 学科 に 改組 し ます 。
2 理学部で は 「平成 5 年度富山大学学生募集要項」 に 各学科の募集人員 に つい て ， 既に 発 表 し て い ます が ，
化学科及 び生物学科か ら 各 5 名 を 減 ら し た 10名 と 新規 増 員20名 に より， 募集 人 員 30名 の生物園環境科学科を
新設 し ます。
3 こ の計画 は， 関係法令の制定及 び平成 5 年度予算 の 成立 に よって確 定す る も の で す が ， 入 学 者選 抜 に つ い
て は， 既設 の 学 科 の 入学者の選抜 と し て行 い ます の で， 注意 し て く ださい。
JU／：：募渋集波浪：j主演：：；
人文学部及 び理学部の一部学科 に お い て ， 次 の と おり募集人員 を変更 し ます 。




A守4ユ 科 入 学 変更別の募集人員定 員 刑期 日 程 後期 日 程
人 文 学 科 95 70 25 
語学文学科 1 10 8 0  30 
計 205 150 55 
学 科
変更後の募集人員




70 25 95 






人 文 字 科
：：：：：：：：霞際業課長；j黙殺；；；；：；












且すa与． 科 入 学 変更削の募集人員定 員 前期 日 程 後期 日 程
数 学科 53 46 7 
物 理 学 科 47 37 10 
化 学 科 43 33 10  
生 物 学 科 45 35 10 
地球科学科 32 27 5 
計 220 178 42 
Hヲ4．ー 科
変更後の募集人員
削期 日 程 後期 日 程 計
46 7 53 







27 5 32 







物 理 学 科
：沼運化動閣議学操縦禁科鞍：：
生 物 学 科










（泊1 変更後の募集人員の う ち， 化学科の下段及 び生物学科の上段は， 新設予定の生物圏環境科学科 を 志望す る 者 の 募
集人員です。
2 生物圏環境科学科 は， 化学科及び生物学科か ら 各 5 名 のほか， 新規 に20名 を 増 員 し て30名 の 学科 と し て 新設す る
予定です。
：益；：；；：泌�挙者選抜方法
人文学部及 び理学部の学科改組等 の 計画 は ， 関係法令の 制定及 び平成 5 年度予算 の 成 立 に よ って は じ め て 確 定
す る も の で す が， こ の結果に よって生じる 入学者選抜 は ， 改 め て 行 いません。
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(1) 合 格 者 の 発 表 は ， 既設 の 学科 の 合 格者 と し て 行 い ， 改組が確 定 し た 場 合 に 入 学 す る こ と に な る 新設 予 定 学
科名 も 併せ て 発 表 し ます 。





人文学部 は ， 人聞を学問の 基 礎 を 据えて， 人類が築き上げて き た 文 化 を 研究す る 学部で す 。 高 度 の 科 学 技術
の 発 展 に より国際化 ・ 情報化 の 時代 を 迎えた 今 日 ， 人文学部で は， 日 本 ・ 東洋及 び 西洋の 思想、 ・ 言語 ・ 歴史と
い った文化現象 を 明 ら か に す る こ と に よって， 人 類 に 課 せ ら れた 諸問題を 処理す る 能力を 身につ け ， 真の 国 際




人 間存在 の 基層を 西洋哲学， 東洋思想， 倫理 思想等の 視点か ら ， 総合的， 学際的 に教育研究 し ます 。
歴史文化講座
日 本史学， 東洋史学， 西洋史学 に お け る 地 域研究 を 踏まえて， 世界史的 視野に 立つ歴史観を 追求 し ます 。
一方， 古文書 ・ 美術考古 資料等 の 視覚的 な 史料を 扱 う 文書館学， 博物館学 の 修 得 を 目指 し ます 。
行動文化講座
言語学， 文化構造論， 心理学， 社会学 を 専門的 に学ぶ と と も に ， 社会 に お け る 人 間 行 動 の 理論的 ・ 実証
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文化人類学， 人文地理学， 考古学， 比較社会論を 核 と し て， 地 方 と 都 市 の 抱え る 諸問題． 世界的な 環境
問題， 民族問題， 諸地域の 歴史 ・ 社会 ・ 文化 を実際的に 検 証 し ， 問題の 処理能力を 養 います 。
国際文化関係論講座
21世紀 に 向け た 国際文化交流 ・ 関係 の 在り方を 追求 し ます 。 文学の 国際交流を 扱 う 比較文 学， ま た 日 本
対中国 ・ ロ シ ア の 環 日 本海文化関係 を学際的に研究 し ます 。
(3) 言語文化学科
日本・東洋言語文化講座
日 本， 朝鮮， 中国 の 各言語文 化 の 特性 を 個別 に 専門的に研究す る と と も に ， 相互の 受 容 と 影響を 視 野 に
含 め て ， 東ア ジア 言語文化の総合的理解を 図 ります 。
英米言語文化講座
国際語 と し て の 英語の 運用能力の 向上を 図 る と と も に ， ヨー ロ ッ パの 諸言語文 化 も 含 め ， イ ギ リ ス 及 び
ア メ リ カ の 言語文化 を 専門的に研究 し ます 。
ヨーロッパ言語文化講座
ドイ ツ， フ ラ ン ス ， ロ シ ア の 各言語文化を個別 に 専門的に研究 す る と と も に ， 各言語の 運用能力を 高 め ，
英米言語文化 も 含 め ， 相互の 比較を 通じて， ヨー ロ ッ パ言語文化の理解を図ります 。
3 教育方針と卒業後の進路
(1) 人文学科
人 類 の 文化 を 思想， 歴史， 言語， 社会， 心理等 の 側面か ら 研究， 調査 し ， 柔軟な 思考力， 実証的な 精神， 豊
か な 感性 を 備 えた 人材を育成す る こ と を 目 的 と し ます 。 卒業後は， 主 と し て大学 院， 教 員 ， 社 会 福祉関 係 ，
情報産業， 官公庁， ある い は美術館， 博物館等 の 学芸員 と し て 進 む こ と が で きます 。
(2) 国際文化学科
新設の学科であ る が， 地 域研究， 世界環境問題， 都市研究， マイ ノ リ ティ問題， 文 化 遺産問題に 取り組む
と と も に ， 欧米及 び 環 日 本海 の 国 際文化交流を 図って， 相互の 文化理解に 役立 つよ う な 人 材の 養 成 を 目 的 と
し ます 。 卒業後 は ， 主 と し て大学院， 公務員， 環境問題， 地方 ・ 都市問題， 遺跡 ・ 文化財の調査保護等 に 携わ
る 業務， 美術館， 博物館等の学芸員 ある い は 国際関係部門 の業務， 外国駐在 員 等 幅広 い 分 野で の 活 躍が 期待
されます 。
(3) 言語文化学科
日 本， 朝鮮， 中国， ア メ リ カ ， イ ギ リ ス ， ドイ ツ， フラ ン ス ， ロ シ ア の 各言語文 化 に 対す る 十分 な 理解 と 洞
察力を 持ち， 各言語の運用能力と 広い 視野を 持った 人 材を養成す る こ と を 目 的 と し ます 。 卒業 後 は ， 主 と し
て大学院， 教員， 公務員， マス コミ， 出版社， 情報産業等 に 進 み， 国際部門 で活躍す る こ と が期待されます 。
0理学部学科の概要（平成5年度追加学生募集要項に掲載の全文）
目 的
理学部は， 自 然界を 律す る 基 本的な 原理や法則ある い は数理 を 究 め る 学問を教育す る 学部で す。
理 学 は ， 自 然の ロ マン に 富んだ壮大 な 姿 と 営みを 照 ら し 出 し ， 人類の文化を 豊か に し ます 。 ま た ， さまざま
な 実用科学や先端技術開発 の ます ます 重要 な 基 礎 と し て ， 社会 に 貢献 し て い ます 。
富 山大学理学部で は， 学生が し っかり し た 基 礎 を築き， 広い 視野を 身につけ， 自 分 の 力で 課題 を 掘り起 こ し







現代数学 は， ニュ ー サイ エ ン ス と の 関 係 な どで 見 ら
れ る よ う に 現代文化の 中 核 と し て の重要 性 を 増 し て い
ます 。 本講座 は， 専門的研究の他， 学生 に 対 し 数 学 の
体系的学習 と 研究活動を 指 導 し ます。
情報数理講座
報 第340号
現代社会 を 支えて い る 情報科学 の 数理 的 な 基 礎 が 必
要 と されて い ます。 本講座 は専門的研 究 の 他， 数 学 の
知識に 裏付 け ら れた ア クテ ィフな 情報科 学 者 及 び 情報 企願書の受付が締め切られた平成5年2月2 日（刈の
技術者 の育成， 支援を 行 い ます 。 午前に郵送された本学あて入学願書
(2) 物理学科
物性物理学講座
磁性， 金属， 超伝導などの多様な性質を も っ固体， 見事で複雑な対称性 を 持つ結晶を 現 代 物理 学 に より
ミクロ に 解明 し ， その 原子構造を研究 し て い ます 。
技術革新の た め の 基 礎 分野で も あります 。
量子物理学講座
素粒子 の 模型 と 力学， 宇宙の 生成 ・ 発 展等 に 関 す る 理論的研 究 を 行 い ， ま た ， 電 波や レ ー ザ ー で 原子や
分 子 の 構造 と 運動を 実験 的 に研究 し て います。電 波 ・ 赤外天文学 と 強 く 関連 し た 分野で も あります 。
(3) 化学科
反応物性化学講座
化学反応に お け る 物質 の 変化 と ， その 反応課程 と 速度 に つ い て 明 ら か に し て い ます 。 ま た ， 物 質 は 光 を
授受す る が， それを 詳 し く 調べ， 物質の 個性や運動性 を 明 ら か に し て い ます 。
合成有機化学講座
非線形光学応答化合物や生 物活性化合 物等， 人 間 の 生活 に 役立つ， 多 く の 新 し い 性 質 を も っ有機化 合 物
の 設計 と ， それ ら の 化合 物 を 効率よ く 得 る た め の 方法の 開 発 を 行 って い ます 。
(4) 生 物学科
生体構造学講座
動物 と 植物に つい て 内部及 び外部形態を調 べ る こ と に よって， 種 の レベルで の 構 造 と 進 化 を 研 究 し て い
ます 。 一方， 糠皮動物の 発生を 電子顕微鏡等 を 用い て微細構造学的 に 進化 の 観点か ら 研究 し て い ます o
生体制御学講座
シ ダ 植物及 び高等植物の発生や分化がどの様に 制御されて い る か を 細胞や遺伝子 の レベルで 調 べ て い ま
す 。 一方， 種々の無脊椎及 び 脊椎動物を 用い て生体に お け る ホJレモン の 制御の 進化 を研究 し て い ます 。
(5) 地球科学科
地球圏物理学講座
地 球 内部の 中 心か ら 地球 磁気圏に までわた る 地球 圏 に 起き る い ろ い ろ な 現象 を ， 雪氷学， 地震学 ， 地 球
電 磁気学 な ど物理学的手法に よ っ て調べ， その 原因や相互の 関 係 を 解明 し ます 。
地球進化学講座
地球 の 変動帯の地 質を 明 ら か に し ， その進 化 を 解明 し ， 原因 を 探求 し ます 。 こ の目的 の た め に は 手 段 を
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環境 を 構 成 し て い る 物質の性質 と 動きを 知 る の に 必要 な 化学分 析 ・ ア イ ソト ー プ分 析 の 技術 の 向上 と ，
環境の 理 解 ・ 保全 に 役立 て る た めに必要な 化学及 び 環境 に 関す る 知識の 蓄積を 目指 し て い ます。
生物圏機能講座
生物を 構 成 し て い る 分 子の性質 ・ それ ら の 聞 の相互作用 ・ 細胞の 機能と 構造 ・ 細胞聞 の 相互作用を 理 解
し ， 生体内及び環境 と の 間 で 物質 ・ エ ネルギー ・ 情報がど の よ う に 循環 し て い る か を学 びます。
3 教育方針と卒業後の進路
( 1 )  数学科
今日， 高度情報化 ・ 技術革新の 時代を 迎え， 数 理 的 基 礎
がますます重要 と な って い ます 。 その 役割を 認識 し つつ科
学技術 の 急速な 進 展 に 対応 し 得 る ， 数学的 な 基 礎 学 力 と 応
用力 と を 備 え た 人材育成を 目指 し て います。 卒業 後 の 進 路
は， 教員， 大学院， 最近で は 情報産業， 各種製造業 等 に と
幅広い 。
(2) 物理学科
物質の 示す多彩な性質を電子レベルで理 解し， 技術革新
を担 う 新物質の 基 礎を 理 解させ， 物質の 究極的 な 構 成 と 字
企 郵送された願書を振り分ける入試課職員
（於：黒田講堂会議室）
宙の起源を解明す る た めの 現代物理学の 手法を 学習させます。 卒業後は， 諸先 端 技術 関 連 の 企 業 研 究 所 ， 大
学院進学， 教員等広い選択があります 。
(3) 化学科
化学科 で は 化学 に 関 す る 高度 な 知識 と 技術 を 修 得す る と と も に ， 探究心及 び独制性 を 養う こ と に よ っ て ，
高度産業社会 に 対応で き る 優れ た 能力を 収めた 人材を育成す る こ と を 目指 し て い ます 。 卒業 後 は ， 大学院，
化学工業及 び製薬企業 の 研究室， 情報処理産業， 教員等へ進 む者が多い 。
(4) 生物学科
生物の 個体及 び種 の レベルで の 構造を 学 び， それが遺伝情報の 発現や制御 に よって 形 成 され る こ と を 理 解
させます 。 その 過 程 で， 最新の バイ オ テ クノロ ジーの 知識や基 礎技術の 一部を 習 得させ ます 。 卒業 後 は ， 大
学院への進学， 企業 の 研究所， 教員， 環境整備 会社， 病理検査 の 会社等へ進 む者が多 い。
(5) 地球科学科
地球で起き る い ろい ろ な 現 象 を 学 び， それ ら が複雑な 相互関 係 を も って い る こ と を 理 解させ ます 。 地 球 現
象 を 総合的 に把握で き る 幅広い視野 と 能力を 習得させ ます 。 卒業後は， 大学院へ の 進 学 ， 公務 員， 教 員 の ほ
か， 地球科学関連の 企業， 団体へ の 就職 が多 い 。 情報産業
への 進 路を と る 者 も います。
(6) 生物園環境科学科
い ます。 その 仕組みを理 解す る の に 必要 な 化 学 ・ 生物 ・ 環
境 に 関 す る 知識 と 技術 を 備 え た 人材を育てます 。 卒業 後 の
進 路は ， 環境 ア セ ス メント関連 の 企業 ・ 官公庁 及 び 各種 企







平 成 5 年 度 平成 4 年度
学部 学科・課程 前 期 日 程 A 日 程 後 期 日 程 全 日 程 確定志 願倍率
募集人員 志願者数 倍 率 募集人員 志願者数 倍 率 募集人員 志願者数 倍 率 募集人員 志願者数 倍 率 前期日程 A日程 後期日程 B日程 全日程
（人： （人） （倍） （人： 〈人） （倍） （人： （人） （倍〉 （人 （人） （倍） （倍〉 （倍） （倍） （倍） （倍）
人 人 文 学 科 68 354 5.2 20 2 2 2  11. 1 88 576 6.5 4.3 一 7. 3 一 5. 1 
学文 3否 学 文 学 科 72 415 5. 8 30 275 9.2 102 690 6. 8 4. 9 一 6.9 一 5.4 
昔日 学 昔日 計 140 769 5. 5 50 497 9.9 190 1.266 6. 7 4. 6 7. 1 一 5. 3 
小学校教員養成課程 70 191 2. 7 30 293 9.8 100 484 4.8 2. 6 7. 7 4. 2 
教 中学校教員養成課程 一 44 2 2 2  5. 0 一 44 2 2 2  5.0 3. 9 一 一 3. 9 
育 養護学校教員養成課程 14 48 3. 4 一 89 14.8 20 137 6.9 6. 1 7.8 一 6. 6 
学 幼稚園教員養成課程 21 95 4.5 9 183 20.3 30 278 9.3 4. 8 12. 1 一 7. 0 
昔日 情 報 教 育 課 程 20 26 1. 3 10 81 8. 1 30 107 3. 6 3. 2 一 5.4 一 3. 9 
学 吉日 計 125 360 2. 9 44 2 2 2  5. 0 55 646 11. 7 2 24 1. 228 5.5 3. 5 3.9 8. 0 4. 7 
昼 経 済 学 科 116 447 3. 9 33 389 11. 8 149 836 5. 6 4.3 一 9.3 一 5. 8 
コ間 経 営 A子＂＇－・ 科 88 343 3. 9 26 291 11. 2 114 634 5. 6 6. 1 11. 1 7. 6 
経 ｜主 経営法学 科 71 484 6. 8 一 21 254 12. 1 92 738 8.0 9.0 一 9. 9 9.3 
済 ス 計 275 1. 274 4. 6 80 934 11. 7 355 2.208 6.2 6. 1 10. 0 一 7.3 
学 夜 経 済 学 科 2 12  6. 0 4 41 10. 3 6 53 8. 8 9. 5 9. 5 
昔日 コ間 経 営 学 科 2 16 8. 0 5 71 14. 2 7 87 12.4 一 7. 9 7. 9 
｜主 経営法学 科 2 23 11. 5 5 81 16. 2 7 104 14.9 一 一 一 11. 0 11. 0 
ス 計 51 8. 5 14 193 13. 8 20 244 12.2 一 一 9.5 9. 5 
A子4 昔日 計 281 1.325 4. 7 94 1. 127 12. 0 375 2.452 6.5 6. 1 1 o. 0 9. 5 7.4 
数 A子hゐ 科 30 138 4. 6 7 37 5.3 37 175 4. 7 4.4 3.4 4. 1 
理 物 理 持-'fι－ 科 37 135 3. 6 10 64 6. 4 47 199 4.2 2.9 一 3.3 一 3. 0 
学 化 A子孟4一 科 42 124 3. 0 11 82 7. 5 53 206 3. 9 2.4 4. 2 2. 9 
昔日 生 物 学 科 44 150 3. 4 11 93 8.5 55 243 4.4 4. 8 2. 8 3. 9 
地 球 科 子A主4 科 27 106 3. 9 5 91 18.2 32 197 6.2 4. 1 一 3. 2 一 4. 0 
子,,.,,_ 昔日 計 180 653 3. 6 44 367 8.3 2 24 1.020 4. 6 3. 7 一 3. 3 3. 5 
電子情報工学 科 87 388 4.5 一 27 144 5.3 114 532 4. 7 5. 1 一 3. 7 4. 6 
工 機械システム工学科 67 270 4. 0 21 157 7.5 88 427 4.9 5.8 一 3. 8 5. 1 
A子＂一与 物 質 工 子ぶ＂＇－ 不ヰ 54 349 6. 5 一 17 2 21 13. 0 71 570 8.0 4.5 一 3. 0 一 3.9 
昔F 化 学生 物工学 科 56 234 4. 2 18 186 10. 3 74 420 5. 7 7. 0 一 6.0 一 6. 7 
学 書店 計 264 1. 241 4. 7 一 83 708 8. 5 347 1. 949 5. 6 5. 6 一 4. 1 一 5. 0 
1ロ』 言十 990 4,348 4.4 44 2 2 2  5.0 326 3,345 10.3 1. 360 7, 915 5.8 4.9 3.9 6.5 9. 5 5.4 
































づ，，.，.，，ー， 部 学科 （課程） マレーシア 台湾 中国 韓国 香港 ベトナム 合計
人 文 学 科 2 2 
人文学部 語 学 文 学 科 2 2 
計 2 2 4 
小学校教員養成課程
中学校教員養成課程
教育学部 養護学校教員養成課程 1 
幼稚園教員養成課程
情 報教 育課 程
計
経 済 でふ込子d与 科 17 2 4 23 
経済学部
経 戸邑孟... 寸A注� 科 23 17 7 48 
昼間主
経 営 法 学 科 1 コ ー ス
計 40 19 12 72 
数 学 科
物 理 寸A 主二ι 科
化 学 科
理学 部
生 物 寸»－＇二． 科
地 球 科 学 科
計
電子情報工学 科 5 1 3 2 2 13 
機械システム工学科 10 2 1 13 
工 学 部 物 質 工 学 科 1 2 
化学生物工学 科
計 16 5 4 2 お
f; 計 日 22 19 4 2 2 105 
学科 （課程）
人 文 学 科I 2 2 I 5 9 
語 学 文 学 科
計
1 I 1 2 








3 2 19 
7 48 
8 I 10 I 2 69 
数 学 科
理 ｜物 理 学 科
1t 学 科
学




















2 2 I 1 I 1 I 1 12 
工 ｜機械システム工学科｜ 11 2 1 3 




69 15 I 19 I 4 11 112 
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モ ス クワ の都心 か ら北 へ地下鉄 に乗 っ て20分 も 行 っ
1 た と こ ろ にヴェ・ デ・ エヌ・ハ （国民 経済成果博覧 会）
：； とい う駅 が あ る 。 駅を出 れば， そ こ は も うヴェ・ デ・
：； エヌ・ハ ， つ ま り 旧ソヴ ィ エ ト の 国民 経済の成果を示
（） す常設の大博覧 会場 の入口 で あ る 。 入口 に向 かつ て左
・1 側 に銀 色 に輝く字宙 開発オベ リ ス ク がそ びえ， 右 側 に
．： はハ ン マ ー と鍬を 高く掲げた たく ま しい青 年男女 の像
3 があ る 。 し か し ， ソヴ ィ エト が消滅 し ， 混乱を極 め る
；． 経済状況下のい ま ， 市民 の休息 の た め の公 園で も あ る
こ の博覧 会場 に足を 運ぶ人 は少 ない 。
も っ と も ， 駅 の周 辺 は人で賑 わ っ てい る 。 ど こ の駅
・： も そ う で あ る よ う に， ルイノ ッ ク （市場 ） の列 が大通
・）： り への通路 に沿 っ て幾重 に も延 びてい る か ら だ。 こ こ
：：： に は野菜 ， 果物 ， 肉 ， ピ ロ ー シ キ （揚げパン ）， ウ オ ッ
－：． カ ， 靴 ， 衣料品 な ど何 で も売 っ てい る 。 国営店 に ない
日 も の も こ こ に来 れば手 に 入 る 。 た だ し ， 値段 は 国 営店
主 よ り ず っ と 高い 。 値札を 見て立つ 去 っ て行く 人が多い0
・i値段を め ぐ っ てだ ろ う ， 売 り 手 と 買い 手が大声 で や り
・5 合 っ てい る の も 見か け る 。 浅黒い顔 の売 り 手た ち は 男
・：； も女 も み な し た た か な 感じ だ。
地下鉄 の出口 か ら ルイノ ッ ク ま で の通路の両 側 に も
｛： 人の列 が連 な っ てい る 。 ルイノッ ク の売 り 手 た ち と は
：：明 ら か に感じ の違 う 人々 ， つ ま り 一般市民 が思い 思い
主 の品 ， た と え ば コ ーヒ ー カ ップ ， 靴 ， セ ー タ ー ， 帽子
・1 な どを 手 に のせ て立 ち ， 買い 手を 待 っ てい る の だ 。 そ
の多く は女性 ， そ れ も 年老い た人々 で あ る 。 国営店 で
砂糖 や チ ー ズや タバ コを販売 し て生活費を稼
でい る 年金 生活者 も多い とい う。
こ う し た人混 みを 抜 け て大通 り に出 ， 市電 に乗 り ，
15. 6分 も す る と 木立 の 中 に 白 っぽい壮 大 な 建物 が 見
： え てく る 。 正面 に 円柱 が立 ち並 び， そ の上に ク ー ポ ル
·< （円屋根） が載 っ てい る ロ シ ア独 特 の均 整 の と れ た ，
t： ど っ し り し た 感 じ の建物 で あ る 。 そ ば にねぎ坊 主 がい
！ くつ も重 な り 合っ た教会 も あ る 。 こ れ は オ ス タンキノ
－－： と呼 ばれ る こ の あ た り一帯 の か つ て の領 主 シェ レ メ ー
：： チェ フ伯爵家 の 18世紀末 に建 て ら れた別荘 で， い ま は
モスクワ雑感 渓
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博物館 に な っ てい る 。 こ の建物 のユニ一 ク な と こ ろ は：1�； ； j ： 
設計 も建築 も すべて同家 の農奴 た ち の手でな さ れ た こi
と で あ る 。 建物 の内部 も豪華 で． どの部屋 の天井 も家 主主
具 も繊細 で優美 な装飾 が施 さ れ， 床 は そ れぞ れ色彩 の 泌
異 な る 木材 が使 わ れてい る 。 館 内 に は絵 画， 彫刻 ， 磁 ；；；：；；：：
器 ， 立像 な どが展示 さ れてい る 。 し か し ， な に よ り 注 綴
目を引く の は館 内の劇場 で あ る 。 観客席 の椅子を わ ず ：��I
か な 時間で移動 させ て， 劇場を舞踏 用 のホ ーJレに で き
う に床 面に は特別な 仕掛 け が し
響効果 の設備 も 時代の先端をいく も のであ っ た とい う 。
こ こ で は毎晩 の よ う に絢嫡豪華 な オペ ラ やバ レ ー が上
演 さ れ た。 そ し て， 演 ず る の は こ の家 の農奴 であ っ た。
ニ コ ラ イ・ シェ レ メ ー チェ フ 伯爵 は自 ら農奴 の俳優 や
歌 手， 舞踏家を養 成 し た 。 そ ればか り か農奴 の歌 手を 設
妻 に し た 。 劇場 の一隅 に農奴 の画家 の筆 にな る 彼女の．♂
肖像 画が掛 か っ てい る 。 ：�t: 
.オスタンキノの農奴芸術博物館（旧シェレメーチェフ邸） 総
18世紀後 半， ロ シ ア で は農奴 が俳優 と し て用い ら れ 減
る 地主の私的な劇場 が広く普及 し た 。 「黄金 の時代」
と呼 ばれ た エ カ チェ リ ーナ二世の こ の時代は， ロ シ ア 滋
貴族階級 の政治， 経済， 文化 の 最盛期で， 義務的 な 官 経：：
職 か ら 開放 さ れ， 農奴 への無限の支配力を持 っ た 地主 滋：
た ち は， 競っ て華美 ， 豪華 ， 娯楽な も のへの 己 の志向 山ー
を満足 させ てい っ た 。 壮 大 な邸宅を 建 て， 美 術品を 収 ；：；�：：：
集 し ， 自 分の周 り に農奴 の音楽家 ， 画家 ， 建築家 ， 詩：�t:
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；： 人 な どを置い た。 地主 屋敷 で催 さ れ る祝宴 は， そ の途
・5 方 も な い華麗 さと 豊か さ で内外の客を驚 かせ たと い う 。
：（ 農奴劇場 は， 貴族 にと って 生活を飾 る た め の， あ る い
：＼ は純粋 に己 の美 学的欲求を満 た す た め の格好 の手段と
な っ た 。 も っと も ， 一口 に農奴劇場と い って も ， シェ
レ メー チェ フ家 の よ う に固有 の劇場 や劇団 ， レパー ト
リー を も っ たプ ロ並 の劇場 か ら ， 主 人の誕生 日 や祝 い
日 の た め に俄 に仕込 ま れた百使 た ち が演 ず る も の ま で
さ まざ ま だ っ た 。 し かし、 い ずれの場 合 も演 ず る農奴
べて主 人の手に握
わ り は な い 。 彼 ら の悲劇 的 な運命は レ ス コ フ やゲ ル ツ
エ ン の小説 な どに見 る こと がで き る 。
私の今回の モ ス クワ滞 在の 目 的 は， ロ シ ア の演劇史
J 上特異 な 位置 を占 め る こ の農奴劇場 を調べる こと にあ っ
t： た 。 昨 年秋 に滞 在し たと きと同 じ よ う に， レー ニ ン 図
t：： 書館 で関係資料を渉猟し ， 必要 な も の を複写 す る こと
： が主 な 日 課と な っ た。 薄暗 い． 人の ま ば ら な第 一閲覧
5 室で一 日 の大半を過ごし た 。 第 一閲覧 室 は教授や博士
三 用 の特別閲覧 室だが， 外国人な ら誰 で も利用 で き る 0
・1 こ こ の利用 者は図書の貸 出 な どすべて の点 で特権 的 な
： 待遇 を受 け る 。 短期間滞 在す る身 に は大変有 難 い の だ
誌 が， た だ， コ ピ 申ー込 み の 長 い 行列 の先頭 に割 り込 め
さ る 「特権 」 だ け は亨受 す る 気に な れ な か っ た 。し かし ，
正 そ う な ると 行列 が当 た り 前の こ の国の こと ， 1 時間 以
．： 上並 ぶ こと も覚倍し な け ればな ら な い 。 時計 を見 な が
絞 ら苛々し た こと が何 度 あ っ た こと か 。 時間 が く ると
し
し ま う の だ。 一度閉 ま っ た窓 は絶対に聞 か な い 。
と ころ が， 驚 い た こと に， 今回 は行列 は ま っ た く な
か っ た。 いつ 行 って も すぐ に申し込 め， 出来 上 る の も
早 い 。 理由 は簡単 ， コ ピー 代が上が っ た か ら だ。 10月
上旬 は， 1930年以前の発 行物 が 1枚6 ルー プ ル， 以後
の も のが2 ルー プ ルだ っ た のが， 1ヶ 月後 に はそ れぞ
れ2 5ルー ブ ル， 8Jレー ブルに な っ た 。 ロ シ ア 人 の平均
：；月 収が5000ルー ブルで あ る こと を考 え れば， 窓口 が閑
・2・ 散と な る の は 当然で あ る 。
白樺林が金 色に染 ま る 「黄金 の秋」 が過 ぎ ると ， 冬
： が一足飛 び に や っ て く る 。 みぞ れ混 じ り の雨 が吹 きつ
お け るぬ か る み の季節 の到来 で あ る 。 秋か ら冬へ のそ の
・1： わ ず か な間隙 をぬ う よ う に， た ま さ か穏 やか な ， 晴 れ
：？ た 日 が訪 れ ると ， 矢 も橋 も たま ら ず， ロ シ ア の森へ行っ
； て み た く な る 。 大都 市モ ス クワ も都 心か ら少し離 れ れ





ろ 。 そん なと き ， 私 はし ばし ばオ ス タ ン キノへ 出 か け 5・
た 。 博物館 は， 昨 年同 様， 修 理中と い う こと で 入 れ な お；
い 。 昨 年 は落胆し ， 諦 めて 帰ろ うとし た ら ， 隣 の 教会 訟
で博物館 のパ ン フ レ ット を売 ってい た老婆 か ら， せ っ
か く 日 本か ら や って来 た の だ か ら館 長に頼 み込 めと 言 Iド
わ れ た 。 旧ソヴィエト （ あ のと き は ま だ旧で は な か っぽ・
た ） で の 「交渉」 の煩 わし さ は多少 は知 って い た の で 主主
勇 を鼓して 入 って 行 っ たが， 意 外 に も あ っ さ り 見学 を だ：＼
許 さ れ， し か も ， 職員が丁重 に案 内して く れた 。 部屋 設．
部屋 を歩 き な が ら ， ピヨートJレ 大帝 時代か ら ロ シ ア有 総
数の富豪 だ っ た シェ レ メー チェ フ家 の歴史 ， 農奴劇場 tJ
の成 り立 ち， 劇場兼ホー ルの床 面の仕掛 け， 舞台 の構t： ：・
造な ど につ いて た っぷ り 時聞 をか けて 話して く れ た の悦
であ る 。 写 真 も 自 由 にと らせて く れた 。 そ れゆ え ， 今 総：
回 は外側か ら眺 め る だ け で い い 。 周囲の森 を歩 く だ け以・
で い い。 ル イノッ ク で買 っ た ピ ロー シ キ を ほ お ば り な
が ら ， 人影 の ま ば ら な晩 秋の森 を歩 く の は気分がよか っ
た 。
モ ス クワ か ら 帰 って2 ヶ月 に な る 。 ロ シ ア に経 済好
転 の兆 は な い 。 す で に前年， オ ス タ ン キノ の館 内 を案
内して く れ た例 の職員 は， 修 理中と い って も 国家財政
の悪化で， 実際 に は修 理 は な さ れて い な い， し た が っ
館 がいつ に な る かま っ た く メ ド が立 ってL
て いた。 い た ると ころ で人員整 理が行わ れて い ると い う
現在， あの職員一一初老の女性 は ま だ あそ こ で働 いて い
る のだろ う か。 そん な こと を考 えて い ると ， なぜ か モ ス！日：
クワ の夕暮 れの雑踏 が， 重そ う な 買物袋 を両 手 に下 げ：t::
て家 路を急ぐ 人々 ， 街頭 に立 って物 を売 る 人々 ， パ ス 滋j
や市電 に群 が る 人々 な どの情景 が脈絡 な く 思い 出 さ れ ：：主：：
て く る の であ る 。 ( 1993 ・ 1 ・28) @{ 
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平 成 4 年度文部省短期在外研究員として ア メ リ カ の
5 イ ン ディ ア ナ 大学に9 月 ， 10 月と2 カ 月間滞 在し た 0
．；：こ れ は私の最初の海 外旅 行で あ り ， かつ 外国で の 生 活
I： で あ っ た 。 従 って す べて が も の珍し く ， 失敗 も多 か っ
：： た。 9 月 1 日 正午 に成田空港 を た っ た私 は同 じ く 9 月
1 日 の朝9 時 に は シ カゴ のオへ ア空港 に着 い たが， ィ
：－； ン ディ ア ナ 大学の あ る フソ レー ミ ント ンへ は ミッ ド ウェ一
日 空港 か ら飛 ぶこと に な って い た 。 苦労して や っと ， そ
1 ： の空港 に た ど り着 き ， や っと チ ケット を手に入れたが，
）�：：そ の時感 じ た の は ア メ リ カ 人と い う の は親切 だと い う
・：：こと でこ れ は終 わ り ま で続 い た 。 ミッ ド ウ ェー空港 か
－．： ら の飛 行機 は ビー チ ク ラ フトと い う20 人乗 り 位の双発
・5 機 でパ イ ロット は陽気な ビー ル腹 の米 人であ っ た が，
京 乗 客 は尼 さん を含め 4 人位であ っ た。 ジェット機と違 っ
：：：て低 い高度を飛 ぶの で眼下 に は一面 に畑 が広が りそ れ
だ・ が伺十 分 も続 く の で ア メ リ カ の 広大さと 土地の豊か さ
．：； を実感し た。 着陸し た所は， 原 っぱ の 中 に滑走 路 が一
三 本で待合室が あ る だ け で， 出迎 え も な く ， 途方 に く れ
；て い た ら ， く だん のパ イ ロット がや って きて 大学 に電
t 話を か けて く れ た の で助 か っ た。 や って き たベッ ド フォ
i ー ド 教授に連 れ ら れて 数学科の あ る スェ イ ンホー ルへ
汚 い って いろ いろと 手続 き を済ませ ， こ の時か ら イ ン ディ
・1 ア ナ 大学での生活が始 ま っ た 。
イ ン ディ ア ナ 大学 の キ ャ ン パ ス は広大で ブルー ミ ンー ：：：j
ト ン の町 の大半を占 めて い る 感 じ だ っ た 。 ま た， 町 の お・
人口 は約 5 万と い うこと だっ た がそ の う ち 3 万 5, 6 
千は学生と のこと であ っ た。 私は， 大学の構内 の 北 に’：．
位置す るエ パー マ ン ア パー ト に 入 っ たが， 日 本の よ う
に天井 に蛍光燈 がつ いて い な い ので， 2, 3 日
い 中 で過ごし た。 構内パ ス が カ レッデ モー ルと い う 町
の ショッ ピ ングセ ン ター へ 通 じて い た の で週 に2' 3 
回 は， そこ で買出し をして 自炊 す ること にし た。 実は，
私 は あ ま り パ ン が好 き でな く ， 米 の飯 を喰 わ な いと や っ
？ な い古 い人種 で あ る 。そこ で， スー パー 可
ト で 「 ぼ たん米 」と い う米 を仕入れ， 毎朝厚 手 の鍋 で
炊 いて 食べ た 。 飯 の炊 き 方 だ け は 日 本で調べて 行っ た。
110 v のヒー ター で お いし く炊 け ． 私 は密 か に飯炊 き
の名人で あ ると 思 っ た 。 お か ず は スー パー で豆腐 を 見
つ け た の で イ ン ス タ ント みそ汁 に入れて 食べ た 。 ス－
fー は品物 の種類 も多 く ， 値段 も 日 本 よ り 安い よ う に ．に・
思 っ た。 牛肉 も やわ ら か くて う ま か っ た 。 こ ち ら に く：： ：J
る 前 は， テレ ビ で ロ ス の暴動 の ニ ュー ス 等 を みて い た ：；誌
の で， 大分心配し た のだが， 未 だ古 き 良 き ア メ リ カ が r@
こ の よ う な 田舎 で は残って い る よ う に感 じ た 。 治安 の：：：：：：：：
面で も 心配 は な か っ た 。 夜遅 く女子学生達が ジョ キ ン；：
グ をして い た 。 f::: 
さて 私は， スエ イ ンホー ル の半地下 に あ る ビ ジ ター；：：t:
用 の部屋 に机 を 1つ も ら っ た。 そして ， ベッ ド フォー・：：）
ド教授が主催 す るセ ミ ナー へ の み 出席 す ること にし た。 ：：．－：・
私 は， 多変数の複素 力学系を 研究す る た め にここ を 選 蕊：
ん だの だ っ た。 ベツ ド フオ一 ド教授はこ の方 面の 大家：
で あ る 。 彼 自身多 項式写像 の 力学系につ いて 3 回 に わ．：：．：
たつて 話し た 。 ま た彼は． 非常 に親切 でユー モ ア の あ 段：
る 人であ る 。 た だ， 彼があ ま り流暢 に英語 を話すので， t: :
私 に は聞 きと れな いこと が多 か っ た の は残念であ っ た。 滋；
だ い た い は メ モ を交換して何と かし の い だ。 10 月始 め ：；；；：；：
に は， 隣 の ミシガ ン 大学か ら フォJレネ ス 教授 が や っ ：f：：�・






い に な っ た 。 構内の樹や街路樹 は， ほ と ん どか え で や 訟j
も み じ の類であ る か ら 秋 の 深 ま り と と も に， そ れ ら は 滋
赤， 黄色 と 色 ど り を深 め て い っ た 。 10月 の 初 め 朝 起 き 絞
る と 庭 は薄 く 雪が積 も っ て い た 。 陽が昇 る と と も に 消 三；：．：：
えて し ま っ た が， そ れ以降寒 さ を 感 じ る よ う にな っ た。 絞；
し か し ． 学生達 は ま だ半 ズ ボ ン や シ ョ ー ト パ ン ツ 姿 で ；iJ
元気に動 き ま わ っ て い た 。 男子学生達が良 く や る 運動 �lb:
と い う の は， テ ユ ス や フ ッ ト ボ ー ルの ボ ー ル投 げ の よ ｛j
う で， フ ッ ト ボ ー ル は観 る ス ポ ー ッ と し て特 に 人 気 が ；：：・．
あ っ た よ う だ。 ミ シ ガ ン湖を囲む い く つ か の州で 強 い 民：
大学チ ー ム が集 ま っ て 「 ピ ッ ク lOJ と い う リ ー グを作 っ ？・
て い る 。 こ の 中 で は， ミ シ ガ ン大学がずば抜 け て 強 い 民：
ょ う だ。 ミ シ ガ ン大学 と の試合が あ っ た あ る 土 曜 日 ，
街は車で埋ま り ， 5 万人の観客で メ モ リ ア ム ス タ ジ ア 山
ム は一杯で， ダ フ 屋 も 現 わ れ た 。 チ ケ ッ ト は20 ド ル だ ね：
か ら ， こ れ は安 く は な い と 思 う 。 こ れ は大学の 収入 に H：・：
な る の か と 思 っ た 。 し か し ， イ ン デ ィ ア ナ大学 は 実 に 滋j
あ っ さ り と 負 け て し ま っ た 。 し か し ， ウ ィ ス コ ン シ ン ：1::
大学等 に は勝 っ た こ と も あ る 。 テ レ ビで フ ッ ト ボ ー lレ 汚！
の試合を見て い る と ， だ ん だ ん こ れがお も し ろ く な っ ：t：主
て き た 。 ア メ リ カ は， 広い か ら テ レ ビで は 1 日 中 試 合 認
を実況中継 し て い る 。 ド ラ マ を見て も 英語がわか ら な 奴・
い の でお も し ろ く な い。 従 っ て， ス ポ ー ツ 番組 し か 見 ：［＼：
な い と い う こ と に な る 。 ア メ リ カ の テ レ ビ の ニ ュ ー ス ；：：：去
に 日 本がでて く る こ と は ほ と ん ど な い が， コ マ ー シ ャ ：：：／：
lレに は 日 本企業の 名 が よ く でて き た 。 こ の辺 り の 街 の お．
人達 は余 り 日 本 を知 ら な い だ ろ う と 思 う 。 ま た， テ レ f\ 
ビ等で ア メ リ カ は良 く 知 っ て い る と 思 う 日 本人 も ， や －；：：
は り カ メ ラ を通 し て 見 た ア メ リ カ し か知 ら な い の だ ろ 絞
う し 、 し ば し ばそ れ は偏 っ た も の に な る の だ ろ う 。 私 絞
が体験 し た ブ ル ー ミ ン ト ン での生活か ら は， ア メ リ カ 訟
に は 日 本 に な い豊かさ が ま だ残 っ て い る と 感 じ た が，
そ れ も ア メ リ カ のー断面で し か な い の だ ろ う 。 な ん だ t:::
か散漫 な文章に な っ た の で こ こ ら で止め る こ と に し よ 滋j
つ 。
ノ （注） ー
人文学部教授 矢津英一氏は， 去 る 10月 2 日 か
ら 11 月 28日 ま で 日 本学術振興会特定国派遣研究
者 と し て， ロ シ ア へ外国出張 さ れ ま し た 。 ま た ，
： 理学部教授 鈴木正昭氏は， 去 る 9 月 1 日 か ら 10 : ：������： 
月 31 日 ま で文部省短期在外研究員 と し て ， ア メ
リ カ 合衆国へ外国出張さ れ ま し た 。
t 有名 な ロ シ ア の数学者＇ s . ピ ン チ ャ ク が客員教授 と
・：． し て 1 学期の予定で教えて い た 。 彼は ， ア コ ピ の 予想、
ど：： に つ い て 3 回位話 し た 。 現在， ア メ リ カ の各大学には，
主 ロ シ ア の数学者がか な り い る ら し い 。 ミ シ ガ ン大 学 に
：：； い る ポ レ ッ キ ー も そ う だ。 集合論で 「 ツ オ ル ン の補題J
E と い う 有名 な 命題 が あ る が， そ の ツ オ lレ ン は こ の 大学
:it の 名 誉教授で あ り ， 80才を過 ぎて い る と 見え た が研究
・；： 室を持 っ て い て毎 日 でで き て い た 。 ま た ， 代数学 の 東
日 屋五郎先生 も こ こ の名誉教授で あ る 。 帰国す る 直前，
S 先生の お宅に招待 さ れ たが， 先生の お宅 は 町の北部 の
－：： 高級住宅地に あ っ た。 広 い庭があ り 芝生の手入 れ が大
．：： 変だ と 言 っ て お ら れ た が， そ こ に奥様 と 2 人 き り で 住
読 ん で お ら れ た 。 そ こ での 夕 食 に ち ら し 寿 し を食 べ た の
・・：： だ が， こ れ に は， ま ぐ ろ， し め さ ぱ等がの っ て い て，
：：． 非常 に う ま か っ た 。 ア メ リ カ で生の魚を食べた の は こ
:t の時だ け だ っ た。 奥様 は イ ン デ ィ ア ナ ポ リ ス の魚屋で
:q：・ 買 っ た と 言 っ て い た 。 私は， お礼に折 り 紙を教 え て あ
お げたが， 奥様 も も ち ろ ん， 日 本人 で あ り 折 り 紙 は 知 っ
t： て い る の だが， 大部分忘れた と 言 わ れ た か ら で あ る 0
5 老先生 は， 故 高木貞治先生 の 仕 事 を こ こ 20年間研究
： し て い る が， く め ど も つ き な い と い わ れ た 。 楽 し く 忘
三 れ難い一夜で あ っ た 。
さ て， イ ン デ ィ ア ナ大学に は 8 つの キ ャ ンパス があ っ
：； て， 学生数の総数 は 9 万 2 千 だ そ う だ が そ の 中 で は ，
む こ の フ．ル ー ミ ン ト ン の キ ャ ン パ ス が一番大 き い。 私が
：｛ 着 い た 9 月 初 め は， ま だず い ぶん む し 暑か っ たが， 中
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第 6 回付属 図書館商議会 （ 12月 3 日 ）
（審議事項 ）
(1) ビ デオ ・ ラ イ ブ ラ リ ー シ ス テ ム に よ る 図書舘情
報 サ ー ビ ス の拡充 に つ い て
(2) そ の他
平成 4 年度 第 2 回 教育改革整備委員会 ( 12月 7 日 ）
（議 題）
( 1 )  専門委員会の進捗状況 に つ い て
(2) そ の他
平成 4 年度 第 9 回 事務協議会 ( 12月 10日 ）
（議 題 ）
(1) 当面 の諸問題 に つ い て
平成 4 年度 第 6 回補導協議会 ( 12月 10日 ）
（審議事項 ）
(1) 第45回北陸地区国立大学体育大会 につ いて
(2) 学生守則 に つ い て
(3) そ の他
平成 4 年度 第 5 回 情報処理セ ン タ 運ー営 委員会
( 12月 1 0 日 ）
（議 題）
(1) 副セ ン タ ー長の推薦 に つ い て
(2) 自 己点検評価委員会委員の委嘱 に つ い て
(3) 営繕要求 に つ い て
(4) 一般整備等の要求 に つ い て
(5) そ の他
平成 4 年度第 6 回新教育課程実施委員会 （ 12月 1 1 日 ）
（議 題 〉
( 1) 新教育課程の編成 に つ い て
(2) そ の他
平成 4 年度第 4 回学園 ニ ュ ース編集委員会 (12月 14 日 ）
（審議事項 ）
( 1 )  第79号学園ニ ュ ー ス の編集につ いて
(2) 第80号学園ニ ュ ウ ー ス の発行 に つ い て
(3) そ の他
平成 4 年度第 1 1 回 評議会 ( 1 2 月 18 日 ）
（審議事項 ）
(1) 富 山大学側の一部改正 に つ い て
(2) 富 山大学 自 己点検評価規則の一部改正 に つ い て
(3) 留学生指導相談室の設置 に つ いて
(4) そ の他
平成 4 年度第 7 回新教育課程実施委員会 （ 12月 21 日 ）
（議 題）
( 1 )  新教育課程の編成 に つ い て
(2) そ の他
平成 4 年度第 5 回事務組織等検討委員会 ( 1 2 月 25 日 ）
（議 題 ）
(1 )  大学教育改善 に かか る 事務組織等 に つ い て
(2) そ の他
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富 山大学学則の一部改正
，－－－－· 富 山 大学学則 の改正理由 ー
！ 平成 4 年11月 2 日 付 け 文高学第109号 ・ 文部事務次官通達 に基づ き ， 研究生， 聴講生 に 係 る 授業料 を 改訂す ！ 
る た め， 所要事項 を 改 め る 。 ， 、 ，， 
、 － － · － － · － － · · · ·－ · · · · － ·
· · ・ . . ’ ー . . ー 守 － － － · · · · · ー ー
ー ー ー ・ ー ー ー ー ー ー ー ・ ー ー ・ ・ ー ー ー ー
－ － － － - ー ー ー ー ー ー － · · · · － － ·
· · · · · － ー 守 ー ー ー ー ー ー ー － － － －－ー‘·······－·ーーーーー守守ー－ . －ーーー ーーーーーー ーーーーー・ーーーーーー・・ーーーー・ーーーーーーーー・・ーー－－－－－－－－ーーーーーーーーーーーーーーーーー・・ー－ ーー－ー・4’
富山大学学則の一部を改正す る 学則 を 次の と お り 制定す る 。
平成 4 年12月 18日
富 山大学長 小黒 千足
富 山 大学学則 の一部を改正する学則
富山大学学則 （昭和59年 3 月 12 日 制定） の一部を次の よ う に 改正す る 。
別表第 4 中 「20, 900円」 を 「22,900円」 に， 「10,500円j を 「11 ,500円」 に改め る 。
附 ftlj
こ の学則は， 平成 4 年12月 18日 か ら 施行 し， 平成 4 年11月 2 日 か ら 適用 す る 。 た だ し ， 平成 4 年11月 2 日 以後
に お け る 平成 4 年度の 入学者に係 る 授業料の額は， 従前の と お り と す る 。
富山大学自 己点検評価規則の一部改正
，，－ － － － 富 山 大学自 己点検評価規則の改正理由 一一一…
全学委員会の点検評価事項 に本学の教育理念 ・ 目 標の ほか， 本学の研究の理念 と 目 標 を 加 え る た め ， 所要
事項を改め る 。
富山大学 自 己点検評価規則の一部 を改正す る 規則を次の と お り 制定す る 。
平成 4 年12月 18日
富 山大学長 小黒 千足
富 山 大学自 己点検評価規則の一部を改正する規則
富山大学 自 己点検評価規則 （平成 4 年 9 月 1 1 日 制定） の一部を次の よ う に 改正す る 。
第 9 条第 1 項第 1 号中 「本学の教育理念 ・ 目 標等 に関す る こ と 。 」 を 「本学 の 教 育 ・ 研究 の 理念 と 目 標 に 関
す る こ と 。 」 に改め る 。
附 則
こ の規則は， 平成 4 年12月 18日 か ら 施行す る 。
nRU －－ 
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富 山大学新教育課程実施委員会内規の一部改正
， ー 富 山大学新教育課程実施委員会内規の改正理由 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一……….... . . . .一一一一一一一一一一一ヘ
分科会の名称変更及 び専門基礎科 目 部会の設置 に よ り ， 所要事項の整備を行 う 。 ； 
（改正年月 日 ） 平成 4 年12月 18日
（注） ア ン ダ ー ラ イ ン部分が今回の改正部分です 。 な
お， 一部改正に伴 う 新旧対象表は， 本年 1 月 発行 の
号外を参照 し て く だ さ い 。
富 山大学新教育課程実施委員会内規
（全学共通の科 目 ）
第 1 条 全学に共通す る 科 目 に係 る 授業科 目 等 に つ
い て企画 ・ 編成す る た め， 富山大学新教育課程実施
委員会規則 （以下 「規則」 と い う 。 ） 第 8 条 の 規 定
に基づ き ， 次の部会を置 く 。







(8) 総合科 目 部 会
2 部会 は， 当該分野 に 係 る 次 の事項を担当す る 。
( 1 )  主題， 開講授業科 目 及 び授業時数の設定
(2) 授業担当教官 （学外非常勤講師を含む。 ） の 選
任
(3) 講義要録の と り ま と め
(4) 授業時間割表の作成
(5) そ の他 の教育課程 に関す る 事項
3 部会に部会長 を 置 き ， 部会長 は部会に係 る 事項を
総括す る 。
第 2 条 部会 に専門的事項を担当す る た め， 次 の 分 科
会 を置 く 。
( 1 )  人文科学系部会
ア 思想 と 倫理分科会
イ 心理 と 教育分科会
ウ 歴史 の世界分科会
エ 文学の世界分科会
オ 言語 と 文化分科会
カ 芸術の世界分科会
(2) 社会科学系部会
ア 社会理論 と 現代分科会
イ 法 と 政治分科会
ウ 産業 と 経済分科会
エ 地域 と 生活分科会
(3) 自 然科学系部会








ア 外国語第 1 分科会
イ 外国語第 2 分科会
(5) 保健体育系部会





2 分科会に分科会長を置 き ， 分科会長 は 当該分科会
に 係 る 事項を総括す る 。
3 分科会 は， 対応す る 富山大学教育課程編成方針 E
の 6 の （1 ）の授業主題の教科部か ら 選 出 さ れ た委員各
若干名 を も っ て構成す る 。
第 3 条 部会は， 当該部会に 係 る 各分科会 を代表す る
者若干名 を も っ て構成す る 。 た だ し ， 総合科 目 部会
は， 各分科会 （前条第 1 項第 6 号及び第 7 号を除 く 。 ）
を代表す る 者各 1 名 を も っ て構成す る 。
（専門基礎科 目 ）
第 4 条 全学的 な協力を必要 と す る 専門基礎科 目 に つ






分科会 は ， 次 の 教官 を も っ て 構成す る 。






第 5 条 部会聞 に お け る 連絡調整が必要 な 場合 は，
係部会聞の 連絡調整会議 を設 け る こ と が で き る 。




こ の 内 規 は ， 平成 4 年 7 月 17 日 か ら 施 行 す る 。
附 則
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S マー ク は、 厚生大臣認可の標準営指揚油渡に従っ
て営業 している お店の表示です。 こ の S マ ー ク を 店
頭に掲げているお店なら、 全国ど こ で も 約款に定め
られた基準以上のサーピスが保証されていま す。
Standard （領暗） 確かな伎術。 き め細かな対
応な ど、 お客さ ま に提供する サ ー ビ ス の種別 ・ 内容
を明確に表示。 そ の実縫をお約束 し ま す。
Safety 〈安全） ま かせて安心。 万一事故が発生
した場合、 事故隠償基準に基づき、 お 客 さ ま に は通
やかに円滑な損害応償がおこ なわれ ま す。
Sanit.�tion （衛生） 美 し く 清潔 に 。 厳 し い管
理基揮に従い、 営業施Ill:の維持 ・ 管理 を お こ な い 、
お客さ ま に気持のよいサー ピスをお約束 し ま す
。
�!\'I営業約数制度につ いての祭しい内容な どの ご照会につい
ては、 全国環境衛生省案指導セ ン タ ー （電路03-3351ーおSl)
また は富山県環境街生宮業指導セ ン タ ー （電甜褐4-42-0285)
へお問い合わせ〈 だ さ い．
nuu 円乙
専門基礎科 目 部会
部 会 は ， 次 の事項を担当 す る 。
( 1 )  開講授業科 目 及 び授業時数の調整
(2) 授業担 当教 官 （ 学 外 非 常 勤 講 師 を 含 む 。 ） の 推
薦
部 会 に 部 会 長 を 置 き ， 部 会 長 は 部 会 に 係 る 事項 を
総括す る 。
4 部 会 に 専門的事項 を 担 当 す る た め ， 次 の 分 科 会 を
置 く 。
(1 )  数学分科会
(2) 地球科学分科会
部会 は， 前 項 の 分 科 会 を 代表す る 者若干名 を も っ
て構成す る 。
6 分科会 に 分科 会 長 を 置 き ， 分科会長 は 当 該 分 科 会
に 係 る 事項 を 総括 す る 。
平成5年 1 月発行 品同千 報 第340号
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渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 間
研究集会 「非線形拡散現象」 4 .  12. 4 
外 国 出 張 教 養 部 教 授 小林久霧雄 イ ン ド
に 出席 し， 講演を行 う 5 .  12. 3 
イ タ リ ア 美術（古代 ロ ー マか ら 4 .  12. 18 
海 外 研 修 附属中学校 教 諭 松田 真治 イ タ ア パ ロ ッ ク ま で） の視察 ・ 研究
の た め 4 .  12. 31 








文部事務官 鳥 海 衣美子 （ 旧性 ： 関）
（教 務 係）
教 養 部
文部事務官 谷 口 和 則
（庶 務 係 長）
文部事務官 鳥 海 衣美子
（教 務 係）
1i 円ノ－
平成5年1月発行 品同十 報 第340-号
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本 部
12月 2 日 放射線障害防止管理担 当研修会 （於 ： 名 古
屋 合 同 庁 舎 ）
推薦入学， 帰国子女 ・ 社会人特別選抜試験
2 ～ 10日 人事事務研修 （於 ： 国立 オ リ ン ピ ッ ク 記 念
青少年総合 セ ン タ ー ）
3 ～ 4 日 夜間教育実施国立大学事務局長会議 （於 ：
電 気通信大学）
4 日 富 山地 区人事担 当 課長会議 （於 ： 富 山 医 科
薬科大学）
5 日 体育会総会 （於 ： 黒 田 講 堂 ）
7 日 第 2 回教育改革整備委員会
第 17田 中 部地区管理監督者研修 （於 ： 警 察
共済蟹江保養所及 び 名 古 屋 合 同 庁 舎 ）
8 日 放射性同 位元素総合実験室教育訓練
第 16回新教育課程実施委員 会作業部会
平成 4 年度厚生補導研究会
（於 ： 宇奈月 温 泉 「黒部荘」 ）
9 日 部課長会議
在来生合宿研修 健 康診断





第 5 回情報処理 セ ン タ ー 運営委員会
1 1 日 外国人留学生 と の 懇談会 （於 ： 高志会 館）
第 6 回新教育課程実施委員会
推薦入学， 帰 国子女 ・ 社会人特別選 抜 合 格
者発表
12日 邦楽部第 四固定期演奏会 （於 ： 黒田講堂）
13 日 合唱団第29固定期漬奏会 （於 ： 黒 田 講堂 ）
1 4 日 第 5 回教育改革整備委員会組織制度 専 門 委
員 会
第 4 回学園 ニ ュ ー ス 編集委員会
1 4～18日 人文学部推薦入学願書受付
15 日 災害補償実施状況調査 （於 ： 富 山 医 科 薬 科
大学）




16日 交通指導員 に よ る 構内 交通安全指導 デ ー
在来生合宿研修 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
17 日 学務関係職員打合せ会
第 5 回教育改革整備委員会教育課程等 移 行
専門委員会
18日 第 1 1回評議会
第 9 回部局長懇談会
第 3 回 会計係長会議
第 四国北陸地区国立学校施設担 当 者連 絡 協
議会 （於 ： 福井医科大学）
21 日 低温液化室講演会
第 7 回新教育課程実施委員会
21～25 日 平成 4 年度公開講座 「 テ ニ ス （ 初 級 ） コ ー
ス 」
22 日 第 3 回 公開講座委員会
第 6 回教育改革整備委員会組織制度専門委
員会
24 日 低温液化室 自 己点検評価委員会
第 四回新教育課程実施委員会作業部会
28 日 仕事納 め の 学長挨拶







16 日 全学 自 己点検評価委員会委員 （専門委 員 ）
と 学部 自 己点検評価委員 会 と の 合 同委員会
19 日 学部教育改革準備委員会
21 日 授業終了
24 日 教授 会
平成5年1月発行
教 育 学 部
12月 1 日 学部補導委員会




7 日 学 部 カ リ キ ュ ラ ム 委員会
附属養護学校合格者発表





附属 幼稚園入園者発育検査 （ 3 歳児）
10日 附属 幼稚園入国者発育検査 （ 4 歳児）
1 1 日 推薦入試合格発表
14日 附属 幼稚園入園者第 2 次選考 （抽選）
16日 学部図書委員会
学部 カ リ キ ュ ラ ム 委員会
17 日 学部職業補導委員 会
18日 教育実習運営協議会
授業終了
附属 幼稚園第 2 学期終業式
19日 附属 中学校第 2 学期終業式
20～22 日 教育学部学生合宿研修 （冬季） （ 於 ： 熊 の
湯 ス キ ー 場 ）
22 日 附属 小学校第 2 学期終業式
附属養護学校第 2 学期終業式
24 日 学部 自 己点検評価委員会
人事教授会
学部予算委員会
経 済 学 部 ｜
12月 1 日 係長会議






1 1 日 係長会議
報 第340号
16日 学部 自 己点検評価委員会
学部施設整備委員会
18日 授業 （第 10週 ） 終了








25 日 授業 （第1 1週） 終了
（経済学部夜間主 コ ー ス 2 年生）
28 日 係長会議
理 学 部









12月 2 日 学部推薦入学試験
3 日 学部運営委員会













12月 2 日 自 己点検評価委員会
将来計画委員会
7 日 補導委員会
8 日 教務委 員 会
9 日 人事教授会
教授会
1 1 日 将来計画委員会
自 己点検評価委員会教育活動専門委員会
15日 教授会







附 属 図 書 館
12月 2 日 係長連絡会
3 日 第 6 回附属 図書館商議会
第 2 回附属図書館 自 己点検評価委員会
15 日 係長連絡会
28 日 係長連絡会
水素同位体機能研究セ ン タ ー
12月 8 日 消 火訓練
9 日 教育訓糠
地域共同研究セ ン タ ー ｜
12月 3 日 京都工芸繊維大学関係者視察
8 日 先端技術講演会
10 日 企業見学 と 産学交流会 （於 ： 北陸電 気 工 業
側 ）
14 日 企業見学 と 産学交流会 （於 ： 欄不二越 ）
報 第340号
16日 企業見学 と 産学交流会 （於 ： 富 山 化 学 工 業
側 ）
保健管理セ ン タ ー
12月 2 日 第 2 回 健康 の 集 い
編 集 富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市 五 福 3 1 9 0 
あ け ぼ の 企 画 株 式 会 社
富 山 市 住吉町 1 丁 目 5 18 
電 話 （ 24 ) 1 7 5 5 附
印刷 所
Aせワ臼
